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【あすなろ園 産直羽場店の皆さん】 
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2019・7 

◆事業所で自然災害への対策はできていますか？ 

◆NPO法人に対する法人税の課税に関する問題について 

全国の事業所から 

（社福）手をつなぐ 

あすなろ園 産直羽場店 

   ≪岩手県盛岡市≫ 

今号では 
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 Ｎｏ.１０６ ２０１９年７月発行 

３ 

 

事業所で自然災害への対策はできていますか？ ① 

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）から１年が経ちました 

５ 

 

事業所で自然災害への対策はできていますか？ ② 

令和元年６月から７月にかけて発生した九州南部の大雨に 

ついて 

６ 

 

事業所で自然災害への対策はできていますか？ ③ 

 防災マニュアルを見直してみませんか？ 

8 

 

全国の事業所から 

あすなろ園 産直羽場店（岩手県 盛岡市） 

１0 

 

地区協議会より 

NPO法人に対する法人税の課税に関する問題について 

（静岡県） 

１１ 

 

地区協議会より 

全国大会（熊本大会）の参加申込を受付中です 

１2 

 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、全国手をつなぐ育成会連合会の正会員（都道府県育成会・政令市育成会）事務局宛に、

事業所協議会の会員継続および新規加入のご案内を送付しています。事業所協議会事務局への報

告を８月上旬までとしていますので、各事業所においては、お早目の手続きをお願い致します。 

 また、以前にお知らせをしました「北欧福祉事情視察ツアー」も、徐々に申込が入ってきてい

ます。９月６日を締め切りとしていますが、こちらもお早目の手続きをお願い致します。 

 ９月１２日（午後のみ）には、新潟県（上越地区）で出張セミナーを予定しています。詳細に

ついては次号１０７号でお知らせ致します。多数のご参加をお待ちしております。 

 
全国事業所協議会の年度更新・新規加入のご案内、 

北欧福祉事情視察ツアーの申込状況と今後の予定 
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近年、全国各地で地震、台風、大雨といった自

然災害が多発しています。 

今月号では自然災害に備え、事業所で防災につ

いて考えるキッカケになればと、平成３０年７月豪

雨（西日本豪雨）で被害があった岡山県から、つい

最近の九州南部で発生した豪雨で被災をした鹿児

島県からの報告を掲載いたしますので参考になれ

ばと思います。 

 

 

 

 

２０１８年６月から７月にかけ、愛媛県、広島県、岡山県をはじめ各地に甚大な被

害をもたらせた「平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）」から１年が経ちました。 

このような大災害が近年増えてきているため、人々の記憶から薄れつつあるかもし

れません。 

この度、１年が経過して今一度振り返ることで、事業所において日々の業務により

対策が先延ばしになっていないか、当時の事業所での対応が適切であったか、職員の

意識は及んでいたかを考えるきっかけとなりました。 

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）では、私の地元の岡山県で７９名の尊い命が失

われてしまいました。 

岡山県の場合、倉敷市真備地区の状況がテレビや新聞でも報道されたように、かな

り大きな被害がありました。 

私の知り合いでも、軽度の知的障害がある２７歳女性と５歳になるお子さんも命を

落とされてしまいました。 

 このように日ごろから障害がある方が地域で生活をしていくためには、多くの支援

が必要になります。 

特に災害発生時には障害がある方の自分自身の判断は元より、サポートをしている

ご家族や支援者の判断も大切になってきます。 

私どもの事業所でも様々な場面を想定した避難訓練を行っていますが、実際に利用

者の皆さんが事業所のサービス提供時間外の家庭にいる時に避難が必要となった場合、

ご自身で安全な対応ができるかまで検証をしていく必要性を感じています。 

 そのためには、「これくらいなら大丈夫だろう」とか、「周囲はまだ避難をしてない」

ではなく、警戒レベル３になったらとりあえず避難をするように伝えていかなくては

 

事業所で自然災害への対策はできていますか？ 

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）から１年が経ちました 
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なりません。 

また、ご両親が高齢で移動が困難であったり、移動をするための車を持たれていな

かったり、一人暮らしであったりと個々により様々な事情もある中、実際に地域の避

難所に行くことができるのか、そもそも地域の避難所がどこなのかを知らない方がい

るかもしれません。 

事業所、相談支援事業所、地域の関係者が連携を取りながら「いざ」という時の準

備をしっかりと行い、命を守ることができる体制を作っていくことが、これからの事

業所に求められてくる責務であると考えています。 

（中国・四国ブロック運営委員 岩月 成臣） 

 

  【参考】防災情報の５段階の警戒レベル 

警戒レベル 避難情報など 避難行動など 

警戒レベル５ 
災害発生情報 

市町村が発令 

既に災害が発生している状況です。 

命を守るために最善の行動をとりましょう。 

警戒レベル４ 

【全員避難】 

避難指示（緊急） 

避難勧告 

市町村が発令 

速やかに避難先へ避難しましょう。 

公的な避難場所までの移動が危険と思われる場合は、

近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難

しましょう。 

警戒レベル３ 

 【高齢者等は避難】 

避難準備・高齢者等 

避難開始 

市町村が発令 

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいの

ある方、乳幼児等）とその支援者は避難をしま

しょう。 

警戒レベル２ 

大雨注意報 

洪水注意報 など 

気象庁が発表 

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの

避難行動を確認しましょう 

警戒レベル１ 
早期注意情報 

気象庁が発表 
災害への心構えを高めましょう。 

※各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発令されるとは限りません。状況が急変すること

もあります。 

※より詳しくお知りになりたい方は、内閣府防災情報のページをご覧ください。 

（http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/index.html） 

http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/index.html
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令和元年（２０１９年）６月２８日から７月３日かけて鹿児島県をはじめとした九

州地方では局地的に猛烈な雨が降り、熊本県・宮崎県・鹿児島県の３県では、各地で

降水量が観測史上１位を記録する大雨となりました。 

このたび、鹿児島県事業所協議会の十島会長より、時

間を追って急激に変化する状況と、変化に直面した時の様

子など実際に体験した所感をいただきましたのでご紹介

いたします。 

 

 

鹿児島市の豪雨に思う 

 

 九州南部の雨は、降り始めから多いところで９００ミリを超える記録的な大雨とな

りました。 

その中で、気象台の呼びかけも『警戒』から『厳重な警戒』となり、７月２日には、

『命に関わる重大な災害のおそれがある』と大雨洪水及び土砂災害に関する表現に変

わりました。 

７月２日の深夜２時半には、鹿児島市に『避難勧告』が出され、一斉に携帯電話か

ら大音量のアラームが鳴り出すとともに、防災行政無線や消防車両等市の広報車が避

難を呼びかけ始め、一気に状況は緊迫しました。 

７月３日の午前には『避難指示（緊急）』が発令されました。 

『避難指示（緊急）』の対象は、鹿児島市で約５９万人、鹿児島県内で約８８万人に

のぼりました。 

 しかし、激しい雨の音やニュース等の声に、不安や緊張が続くなか、結局、避難所

に避難した人は０．６％の３,４００人で、多くの人は自宅を選択しました。 

あまりに避難対象が多すぎたのが原因と見られています。 

道路が寸断され、川が氾濫し、土砂が崩れて２名の方が亡くなられました。 

いずれも高齢の方でした。 

災害弱者である高齢者、障害者は、避難開始のタイミングも含めて、実際には避難

が大変難しいことを痛感しました。 

幸いにも、鹿児島県育成会関係では、大きな被害の報告はありませんでした。 

ご心配いただきありがとうございました。 

                  鹿児島県事業所協議会 会長 十島 真理 

令和元年６月から７月にかけて発生した九州南部の 

大雨について 
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自然災害の中でも台風や大雨については、気象観測の技術進歩により早い段階から

の危険予測が可能になってきています。 

事業所においては、利用者や職員はもとよりその家族が置かれている状況も視野に

入れつつ、最善の行動を選択できるように意識を高めておかなくてはなりません。 

また、万が一、管理職が不在であった時に発災した場合、現場にいる職員だけで適

切な判断をすることができるようにしておく必要もあります。 

しかし、管理職でない職員としては判断を委ねられた時、緊迫した場面では、どの

ような選択をしたらいいのか迷いが生じると思います。 

ましてや利用者を伴なう場合は、集団での行動になることから状況が悪い方向にな

らないように願う気持ちが勝り、自分たちにとって不都合な情報があっても受け入れ

ない傾向にあると言われています。 

例えば、災害発生時に「避難指示」や「避難勧告」という言葉をテレビやラジオで

聞きますが、実際に避難行動に移す人は一部ということにつながっています。 

このように災害時に避難が遅れてしまう理由としては、次のような心理的状態にな

るからと言われています。 

●「この様子であれば、まだ大丈夫。」・・・正常性バイアス（正常化の偏見） 

●「ここは大丈夫」・・・比較楽観主義バイアス 

●「前回は大丈夫だった」・・・利用可能性ヒューリスティック 

●「近所は避難をしてない」・・・集団同調性バイアス（同調しようとする偏見） 

⇒総務省ＨＰ「災害時の心理と行動」（邑本 俊亮：東北大学災害災害科学国際研究所）

（http://www.soumu.go.jp/main_content/000356253.pdf）より 

※パニック状態の一種で未経験の事態に適切に対応できない「凍りつき症候群」と

いう状態になることもあります。 

個人で判断しようとすると、これらのような心理状態に陥り避難をためらうことも

あるため、客観的な情報を元にして冷静に避難等の行動へ移せるような仕組みづくり

が必要です。 

そのために各事業所には防災マニュアルがあると思いますが、行政の監査対策だけ

の書類になっていませんか？ 

最悪の事態を想定して見直しをしてください。可能であれば、市役所（町役場、村

役場）には防災を専門にしている部署があるので、避難場所や避難経路等についての

アドバイスを貰ってみてはいかがでしょうか。 

また、災害が起こっている時に事業所としては、必要な情報が来るのを待つだけで

はなく、情報を取りにいくように心がけなくてはなりません。 

防災マニュアルを見直してみませんか？ 

http://www.soumu.go.jp/main_content/000356253.pdf
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次ページには既にご存知かもしれませんが、全国どこでも利用できる防災や減災に

役立ちそうなホームページやメール配信サービスをご紹介しますので参考にしてくだ

さい。 

これらに付随して情報収集のためのテレビやパソコンといった機器も停電すると機

能をしなくなるため、代替となる手段の確保も想定しておいてください。 

ホームページ 

NHK あなたの天気・防災 天気予報や防災情報がまとまっています。 

国土交通省・防災情報提供センター 
国土交通省が保有する防災情報がまとまって

います。 

気象庁・防災情報 
気象庁が発表している防災気象情報がまとま

っています。 

国土交通省・統合災害情報システム 
災害発生時に被災状況や交通網の不通状況を

地図上に表示。 

国土交通省・川の防災情報 
リアルタイムの河川水位と洪水予報・水防警

報を表示。 

気象庁・高解像度降水ナウキャスト 
雨・雷・竜巻の状況を表示。短時間・長時間

予報もあります。 

防災科学技術研究所・J‐RISQ地震速報 
地震発生直後に推定される情報から、市町村

ごとの揺れの状況、震度等が速報されます。 

環境省・熱中症予防情報サイト 
熱中症の発生しやすさを示す暑さ指数（ＷＢ

ＧＴ）の予測値・実況値を表示。 

国土交通省・ハザードマップポータル 
津波、土砂災害、浸水域等のハザードマップ

を表示。市町村のハザードマップ検索可。 

NHKネットラジオ らじる★らじる 
ＮＨＫのラジオ第１・ラジオ第２・ＦＭの番

組を、パソコンで聴くことができます。 

スマートホンやタブレットのアプリ 

Yahoo！防災速報 
ヤフーが提供するニュース、天気予報、災害

情報がまとまっているアプリ。 

NHK ニュース・防災 
ＮＨＫが提供するニュース、天気予報、災害

情報がまとまっているアプリ。 

NHKネットラジオ らじる★らじる 
ＮＨＫのラジオ第１・ラジオ第２・ＦＭの番

組を聴くことができるアプリ。 

これらの他に国土交通省の防災ポータルでは、多くの防災情報が掲載されているホ

ームページを紹介しています。 

また、都道府県や市町村が提供している防災・防犯メール（事前登録必要）や、警

察が提供している防犯・犯罪情報メール（事前登録必要）等もありますので、併せて

事前登録等をご検討ください。 

避難や対策が結果的に「空振り」であっても、身の安全に勝るものはありません。 

（近畿ブロック運営委員 飯塚 聡） 

https://www.nhk.or.jp/kishou-saigai/top/
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html
http://www.mlit.go.jp/saigai/dimaps/index.html
https://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do
https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
http://www.j-risq.bosai.go.jp/
http://www.wbgt.env.go.jp/
https://disaportal.gsi.go.jp/
http://www3.nhk.or.jp/netradio/
https://emg.yahoo.co.jp/
https://www3.nhk.or.jp/news/news_bousai_app/index.html
https://www.nhk.or.jp/radio/info/app.html
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/olympic/index.html
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あすなろ園 産直羽場店〔社会福祉法人手をつなぐ〕 

（岩手県盛岡市） 
 

あすなろ園 産直羽場（うば）店は、地元農産物を販売している「産直店舗」と手

打ちうどん・そばを提供している食堂「あすなろ亭」からなっています。平成２０年

４月に就労継続支援Ａ型事業所（定員１０名）で開所しました。 

もともと立地場所には、岩手中央農協の関連会社のスーパーマーケットがあり、関

連会社より経営を引き継いで、産直店舗として約１５０名の地元生産者の協力もあり

新鮮な野菜・果物の販売と店舗の運営を行っています。この店舗を中心に地域の活性

化を進めており、併せて障がいのある方の就労の場を確保しています。利用者は商品

の陳列やレジの操作などの仕事をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        【産直店舗の店内の様子】 

隣接の手打ちうどんを提供している

「あすなろ亭」では、地産地消をコンセ

プトに、地元の農協から岩手県産南部小

麦１００％の小麦粉を仕入れ、粉からう

どんの生地を作っています。生地を一日

寝かせることにより、うどんの麺に腰が

でてとても好評を頂いています。無添加

にもこだわっており、生産者と製造者の

顔が見える安心感とこだわりの味を追求

してきた結果、「いわて地産地消２つ星レ

ストラン」の認定を受けました。平成２

７年からは手打ちそばの提供も行ってお

り、これまで以上に利用者は仕事に責任

を持って意欲的に取り組んでいます。 

 

 

【オープンキッチンで生地づくり】 
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平成２９年には産直店舗・あすなろ亭

ともに内外装を一新し、リニューアルオ

ープンをしました。 

これを機会に毎週木曜日には「木曜市」、

８の付く日には「産直羽場店の日」と銘

打って、産直野菜の均一販売や店舗商品

を特別価格にて販売し集客を図っていま

す。現在では、「木曜市」・「産直羽場店の

日」も定着し多くのお客様に来店して頂

いています。 

また、地域で開催される各種イベント

への出店にも積極的に参加しており、店

舗では味わうことのない経験をすること

により色々な刺激を受けて、次の販売機

会に向けて意欲・やりがいを得ることに

つながっています。 

今後も法人理念で謳っているように、利用者の希望と親の想いを大切にし、家族、

地域、支援者が共に協力し、障がい者が自立し社会参加が可能となる共生社会を目

指していきたいと思います。 

 

（社会福祉法人手をつなぐ あすなろ園 産直羽場店 管理者 吉田 孝次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【レジ打ちも慣れています】 
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前号（１０５号）に東京都育成会地域法人協議会が主催をしたＮＰＯ法人に対する

法人税課税に関する研修会の報告が掲載されていました。 

この問題については、そもそもの発端は国税庁が法人税に関する質疑応答事例をホ

ームページ上（https://www.nta.go.jp/law/shitsugi/hojin/21/18.htm）に公開し、

これを受けて厚生労働省（社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課）から各自治体

の障害保健福祉担当宛に「ＮＰＯ法人が障害者総合支援法に規定する障害福祉サービ

スを行う場合の法人税の納税義務について」の事務連絡をしたことによります。 

この国税庁と厚生労働省の事務連絡を受け、静岡県内の障害福祉サービスを主に実

施しているＮＰＯ法人は大変苦慮されていた状況があったことから、静岡県作業所連

合会・わでは、個々の法人の申告判断の一助となるように法人税に関する研修会を昨

年の１１月に開催しました。 

研修の内容としては、法人税についての基本的な内容を把握することから始まり、

今回の課税にシフトするようになった経緯、申告納税する際のポイントをお伝えしま

した。 

参加された各法人では実施している事業や状況も異なることから、具体的に自社の

決算書を用いて申告書の作成をするまでの実務といった事までは出来ませんでした

が、それぞれ研修で学んだ事を持ち帰り、法人の顧問税理士等と協議をするきっかけ

作りとなったかと思います。 

一方、静岡県作業所連合会・わ では、静岡県に対する２０２０年度にかかる要望

書を作成する際に、次の要望事項を加えて提出をしました。 

・２０１７年７月に国税庁より質疑応答事例「ＮＰＯ法人が障害者総合支援法に規定

する障害福祉サービスを行う場合の法人税の納税義務について」として通知された

課税判断については、専門家よりその解釈と運用に疑問の声が多々上がっておりま

す。また、実態として各税務署によって判断も異なります。しかし、我々納税者が

とれる疑義を示す意思表示は、申告納税しないという手段しかなく、その結果とし

て税務監査等で指摘を受けるまで不服申し立ても出来ないのが現状です。これは大

変不公平と言わざるを得ず、その恣意的な行政の法解釈と運用に対し、早急な確認

と是正を図っていただきたいと強く要望いたします。 

今回の要望書の提出を受け、今後、静岡県より要望事

項に対する回答があった際には改めてお知らせ致しま

す。 

（静岡県作業所連合会・わ 事務局長 遠藤 洋輔） 

 

 

NPO法人に対する法人税の課税に関する問題について 

（静岡県の状況より） 
 

 

 

https://www.nta.go.jp/law/shitsugi/hojin/21/18.htm
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協議会ニュース１０４号でもお知らせをしたとおり、１１月２３日から２４日にか

けて、熊本城ホール（熊本県熊本市）を主会場として「第６回全国手をつなぐ育成会

連合会 全国大会・熊本大会」が開催されます。 

今大会は、事業所協議会の九州ブロック研修会も併催しています。 

具体には第２分科会「働く」になり、テーマを「生涯学習と多様な働き方」と設定

しています。 

第１部の基調講演では、講師には横河電機株式会社 箕輪 優子 氏をお招きし、人

事担当をされていた経験から障害者雇用についての内容のご講演をいただくことに

なっています。 

第２部のシンポジウムでは、第１部の講師をしていただいた箕輪氏にコーディネー

ターをお願いし、シンポジストとして福岡県の鞍手ゆたか福祉会理事長の長谷川 正

人 氏から「生涯学習と多様な働き方」について、全国地域で暮らそうネットワーク

代表理事の岩上 洋一 氏から「Ｃ型就労」について、熊本県のプレジャーワーク代表

取締役の吉田 周生 氏から「障がい者雇用を進めている企業」についてご提言をいた

だく予定にしています。 

現在、参加申込を受け付けており、８月３０日（金）が締め切りとなっています。 

全国の皆さまのご参加をお待ちしています。 

（九州ブロック運営委員 田中 寛） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会・熊本大会 

（九州ブロック研修会併催） の参加申込を受付中です 
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ゆっくりと一歩づつ前へ 

今年は長い梅雨が続きましたが、やっと日本中で真夏を迎えたようです。このとこ

ろ毎年７月に豪雨災害が起きていましたので、先日の長崎や鹿児島の豪雨では心配し

ました。現地にはすぐ連絡をさせていただきましたが、被害が少なく胸をなでおろし

ました。ただ、災害時の避難の仕方など課題は多いと思っています。 

さて、先日ＮＨＫでＥＴＶ特集『親亡きあと 我が子は』という番組がありました。

重度の知的障害がある自閉症の子とその親の、非常に現実的な話でした。ご覧になっ

た方も多いかと思います。自宅で親が障害の子の世話をすることで成り立っている現

実、グループホームの拡充も職員の不足で進まない、地域で当たり前に暮らすといっ

ても、親に頼っている現実。何とかならないかと思う現実が切々と伝わってきました。

今は亡くなっている私の母と重度の自閉症だった弟のことが思い出されます。３０年

前と比べて今は前に進んだのか。 

厳しい現実を突きつける番組でしたが、日本中でこの課題に真剣に取り組んでいる

人たちがたくさんいることも事実です。そんな皆さんと一緒に、ゆっくりでも諦めず、

一歩一歩社会を変えていきたいと思います。前へ。 

（事業所協議会運営委員長 松﨑 伸一） 

【編集人】全国手をつなぐ育成会連合会事業所協議会 
事業所協議会ニュース 

【発行人】関西障害者定期刊行物協会 
     543-0015 大阪市天王寺区真田山町2-2 
     東興ビル４Ｆ TEL/FAX 06（6763）3338 

２０１９年７月発行（通巻１０６号） 
全国手をつなぐ育成会連合会事業所協議会 
滋賀県大津市京町4-3-28厚生会館内 

（事務局連絡先） 
岩手県盛岡市下飯岡15地割77-3 
TEL 019（613）7200      定価100円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


